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工事中の分流排水路出口
25mプールを１分強で満水にする
能力を見込む

鹿屋高校鹿屋高校
文文

　令和２年７月豪雨により、肝属川の水位上昇に伴って
新川地区で約 30ha の浸水が発生。同地区には一般住宅
に加え、商工会議所・病院・消防署等の重要施設が集まっ
ており、国と市などが連携した治水対策に取り組む。

新川地区への雨水流入を抑制するため
寿地区からの雨水を鹿屋分水路へ
分流する排水路を整備（市・工事中）

河道掘削により
水位低減を図る
（国・下流側から施工予定）

中央消防署中央消防署

●
鹿屋商工会議所鹿屋商工会議所
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